
ト
ウ

五
七
五

一-，-ヲ

ド
ウ
ガ
タ
プ
ギ
ヨ
ウ
堂
形
奉
行
寛
文
年
中
大

窪
九
郎
兵
衛
・
・
背
山
金
右
衛
門
が
勤
め
、
間
三
年
に

は
後
藤
治
右
衛
門
が
命
ぜ
ら
れ
、
延
貨
の
初
か
ら
四

人
充
勤
務
し
、
以
て
滞
米
に
京
っ
た
。
蛍
形
米
倉
を

管
理
す
る
滞
定
で
あ
る
。

ド
ウ
ガ
タ
マ
ト
バ
堂
形
的
場
金
搾
城
外
の
後

に
堂
形
米
倉
の
置
か
れ
た
腕
に
あ
っ
た
。
越
資
質
三

な
く
木
中
へ
入
。
給
ひ
し
こ
と
あ
。
。
今
尚
弁
と
い

ふ
既
に
、
地
縦
杉
と
い
う
て
大
木
あ
り
。
』
な
ど
L
見

え
る
。
明
治
八
年
十
月
に
歪
り
、
常
一
ヶ
谷
と
下
品
越
・

法
住
寺
と
を
併
せ
て
春
日
野
と
改
稿
し
た
。

F
ウ
ガ
タ
ノ
シ
ヒ
整
形
の
維
金
持
の
堂
形
御

般
の
附
近
に
二
抹
の
椛
の
古
木
が
あ
っ
た
の
が
今
も

廊
艇
の
玄
関
前
に
存
し
て
ゐ
る
。
こ
の
地
に
は
前
川

利
常
の
醤
院
を
設
け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
御

綴
の
遺
ら
れ
た
前
で
あ
ら
う
。
又
綱
紀
の
高
治
三
年

に
は
米
践
の
附
近
に
馬
場
を
設
け
た
。
後
の
震
殺
も

底
こ
L
で
騎
射
を
試
み
た
が
、
元
明
一
元
年
老
樹
が
妨

害
に
な
っ
た
か
ら
切
錦
は
せ
て
、
馬
揚
の
様
子
が
非

常
に
鎚
化
し
た
と
あ
る
。
思
ふ
に
か
の
老
椛
は
利
常

時
代
の
庭
閑
樹
で
、
天
明
の
斧
鋭
を
兎
れ
た
も
の
か

も
知
れ
な
い
。
東
方
の
一
抹
は

H
廻
h
y
五
米
問
、
高

さ
一
六
米
。
そ
の
主
幹
は
阪
に
老
脱
し
て
、
艇
部
か

ら
別
に
七
幹
を
生
じ
て
ゐ
る
。
商
方
の
一
抹
は
円
廻

り
穴
米
、
高
さ
一
一
一
一
米
。

ド
ウ
ガ
タ
バ
パ
堂
形
馬
場
金
制
作
の
蛍
…
形
に
あ

っ
た
。
越
賛
賀
三
州
志
来
凶
紙
質
附
録
に
、
古
へ
の

営
形
馬
場
は
古
記
に
腕
細
雨
M
m
場
で
あ
ら
う
。
殴
M
K

七
年
十
一
周
雷
火
に
よ
っ
て
金
搾
城
天
守
焼
失
の

時
、
南
の
槌
側
の
三
十
三
閣
の
的
場
、
そ
の
外
側
協
の

馬
場
等
の
建
物
が
焼
失
し
た
と
あ
っ
て
、
そ
の
馬
場

は
後
の
堂
形
新
馬
場
よ
り
も
玉
泉
院
丸
の
か
へ
笥
っ

て
ゐ
た
。

州
志
来
凶
縦
覧
附
録
に
、
堂
形
は
共
の
初
京
都
の
一
三
大
橋
東
側
に
居
住
し
た
笛
家
で
あ
る
o
生

良

子

喜

一

一

加

。

説

得

の

待

感

一

議

首

を

ま

れ

叶

十
三
刷
蛍
の
甑
隣
に
倣
ひ
、
射
手
の
士
に
活
力
矢
を
一
と
し
、
裁
に
笛
裕
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
の
頃
袋
微
し
一
で
、
七
言
律
が
最
も
多
い
o
復
庵
の
残
し
た
時
家
に

修

練

せ

し

め

た

伐

の

名

で

あ

る

と

し

、

混

見

披

潟

に

一

た

。

一

稿

を

留

め

て

腐

な

か

っ

た

か

ら

、

友

人

本

保

長

命

が

も
、
文
総
四
年
製
臣
秀
次
生
害
の
後
、
そ
の
射
手
の
一

F
ウ
ガ
ン
ヤ
号
タ
タ
ン
謹
顕
屋
木
端
金
棒
河
一
一
朗
々
に
散
逸
す
る
も
の
を
集
め
、
亭
保
九
年
之
を
編

士
を
加
賀
滞
に
召
抱
へ
ら
れ
た
が
、
そ
の
頃
堂
形
と
一
南
町
議
願
屋
の
主
人
で
、
後
に
河
原
町
に
隠
隠
し
た
。
一
し
た
も
の
で
あ
る
。

名
づ
け
て
的
場
を
作
り
、
六
十
六
閥
の
泊
り
矢
を
命
一
奇
行
が
あ
り
、
文
蓄
財
に
長
じ
た
が
、
中
貿
盟
展
消
一
ト
ウ
ゲ
ガ
ハ
遺
下
川

J
ハ
ッ
カ
ガ
ハ
八
ケ

ぜ

ら

れ

た

と

記

す

る

。

一

右

衛

門

の

笛

貴

と

な

る

法

を

蒋

ね

た

時

、

木

端

は

そ

一

川

。

ド
ウ
ガ
タ
マ
へ
堂
形
前
金
持
臆
坂
の
下
で
、
一
れ
に
答
へ
て
、
先
づ
一
門
一
家
或
は
懇
意
な
る
者
の
一
ト
ウ
ゲ
ジ
ヨ
ウ
道
下
城
鳳
京
榔
道
子
に
在
つ

堂
形
米
食
の
前
而
の
道
路
を
い
う
た
。
明
治
四
年
四
一
衰
微
し
た
る
を
助
け
て
後
に
こ
そ
富
貴
と
な
り
得
る
一
た
。
越
資
質
三
州
志
放
機
考
に
、
櫛
胎
庄
道
下
村
領

月
戸
籍
編
成
の
際
改
め
て
鹿
坂
活
と
帯
す
る
こ
と
に
一
と
い
う
た
。
そ
の
他
多
く
明
随
祭
に
載
せ
ら
れ
る
。
一
城
越
は
、
此
の
村
裕
演
の
砂
地
伎
訟
よ
り
南
方
の
山

な

っ

た

。

一

事

保

十

一

年

十

一

月

現

。

一

上

で

、

城

の

・

治

形

分

明

で

な

い

と

記

す

る

。

F
ウ
ガ
タ
マ
ヘ
ヒ
ヨ
ケ
チ
整
形
前
火
除
地
金
一

F
ウ
キ
ア
ン
道
機
庵
加
賀
務
組
前
回
利
家
の
一
ト
ウ
ゲ
ダ
イ
タ
鐙
下
大
工
鳳
京
郷
道
下
に
大

探
の
堂
形
米
食
前
に
あ
っ
た
底
揚
を
い
ふ
。
寛
永
八
一
矢
利
春
の
法
銭
。
詩
し
く
は
道
機
庵
休
岳
隠
士
。
一
工
の
良
医
が
多
く
、
殊
に
道
下
大
工
と
稽
せ
ら
れ
た
o

年
四
周
十
四
日
開
川
橋
爪
か
ら
出
火
し
、
荷
風
に
よ
一
ト
ウ
キ
チ
バ
ナ
藤
吉
鼻
鹿
島
郡
撤
嵐
の
部
務
一
隆
長
拾
七
年
八
用
十
ご
日
芳
春
院
夫
人
の
利
害
に
、

っ

て

城

聞

を

類

焼

せ

し

め

、

十

二

年

五

周

九

日

ま

た

一

南

方

の

仰

。

一

『

わ

れ

ら

知

行

分

コ

τ閥
之
内
務
ゃ
く
以
下
之
事
、
大

河
原
町
よ
り
出
火
し
、
械
の
商
雨
を
焼
錦
う
た
。
是
一
ト
ウ
キ
ユ
ウ
挑
久

4
ス
ズ
キ
ト
ウ
キ
ユ
ウ
一
一
納
言
殿
以
来
し
や
め
ん
の
事
エ
候
閥
、
今
以
た
れ
た

に
よ
っ
て
此
の
附
近
に
火
除
地
と
し
て
腿
制
帽
を
設
け
一
鈴
木
桃
久
。
一
れ
巾
候
と
も
、
共
窓
を
な
す
べ
く
候
也
。
』
と
あ
っ

た
も
の
と
見
え
る
。
亭
保
の
末
に
笠
っ
て
も
、
堂
形
一

F
ウ
ギ
ョ
ウ
ザ
カ
同
行
坂
白
山
の
尾
添
口
管
一
て
、
宛
既
に
た
う
げ
村
大
工
・
岡
肝
煎
と
記
さ
れ
て

前
・
仙
石
町
・
松
原
町
・
金
谷
門
前
に
か
け
て
空
地
が
一
能
な
る
猫
島
の
南
に
在
る
坂
で
、
道
路
甚
だ
餓
し
い
。
一
ゐ
る
。

あ
り
、
所
々
に
水
揃
の
樹
す
ら
あ
っ
た
。
そ
の
後
寛
一

F
ウ
ギ
リ
胴
切
高
治
ご
年
越
中
高
附
の
者
が
、
一
ト
ウ
ゲ
ノ
サ
プ
ロ
ザ
Z

号
ン
漣
下
の
三
郎
左
衛

保
・
延
亭
胞
か
ら
泊
々
絡
士
の
郎
地
に
賜
は
っ
た
が
、
一
前
期
の
諮
産
を
得
ん
と
欲
し
て
、
非
分
の
公
事
を
企
て
一
門
臨
京
都
道
下
の
百
姓
。
前
問
利
家
入
閥
以
後
属

箆
隠
九
年
四
局
の
災
後
再
び
之
を
陣
地
せ
し
め
て
、
一
た
健
、
胴
切
に
滋
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
延
費
八
一
震
に
馳
走
し
た
か
ら
、
天
正
十
年
十
周
十
日
高
十
五

営
形
前
に
空
地
を
作
っ
た
。
然
る
に
文
政
二
年
に
は
一
年
城
中
奥
納
戸
土
蔵
に
入
り
、
敏
次
窃
盗
し
た
足
輝
一
俊
を
扶
持
せ
ら
れ
、
後
に
十
村
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
子

感
校
を
こ
L
に
移
し
、
前
間
内
蔵
助
以
下
の
邸
を
も
一
も
、
亦
胴
切
と
な
っ
た
。
後
悦
生
胴
と
稽
せ
ら
れ
た
一
孫
悦
々
三
郎
左
衛
門
を
襲
名
す
る
。

蛍

形

劇

に

賜

は

っ

て

、

漸

く

空

地

を

狭

め

た

。

今

の

一

刑

は

、

こ

れ

と

問

じ

い

。

一

F
ウ
ケ
ン
漣
額

J
イ
y
y
ド
ウ
ケ

y

隠
之

鯨
雌
及
び
第
四
高
等
製
校
前
閥
の
地
は
皆
古
へ
の
火
一
ト
ウ
ゲ
道
下
風
軍
部
櫛
陥
庄
に
臨
す
る
部
務
。
一
道
額
。

除

地

の

一

部

で

あ

る

。

一

天

正

の

頃

に

は

町

と

し

た

も

の

と

村

と

し

た

も

の

と

一

ド

ウ

ケ

ン

謹

額

J
ミ
ツ
ザ

y
ド
ウ
ケ

Y

鰐

F
ウ
カ
ン
遁
閑

4
ソ
ノ
ダ
ド
ウ
カ

y

問
問
一
が
あ
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
人
家
ご
百
軒
許
。
商
家
一
山
道
顕
。

諮

問

。

一

交

り

あ

り

。

よ

き

腕

也

。

牧

納

蔵

敷

戸

前

あ

り

。

此

一

F
ウ
ゲ
ン
キ
議
元
忌
曹
洞
宗
に
於
い
て
宗
祖

ト
ウ
ガ
ン
ジ
等
願
寺
金
制
作
土
取
揚
永
町
に
在
一
村
は
寺
ロ
ハ
門
前
〉
へ
近
〈
て
、
一
山
の
用
建
し
繁
昌
一
道
元
の
鎚
に
密
入
居
サ
八
日
に
行
う
た
法
曾
で
、
遭

っ
て
、
提
出
訳
東
一
献
に
臨
す
る
。
初
め
森
下
町
に
跨
た
一
に
、
家
庭
も
よ
き
腕
な
り
し
に
、
近
年
は
焼
失
に
て
一
元
は
延
長
五
年
八
周
サ
入
日
に
示
寂
し
た
の
で
あ

が
、
高
治
二
年
今
の
厨
に
移
っ
た
と
い
ふ
。
一
家
主
題
し
く
な
り
し
也
。
』
と
記
す
る
。
る
。
三
箇
屋
板
穴
用
集
に
、
『
十
月
廿
八
日
此
日
道
元

F
ウ
ガ
ン
ヤ
謹
腐
屋
金
棒
河
南
町
ハ
今
片
町
J

一
ト
ウ
ケ
イ
セ
ン
セ
イ
シ
シ
ユ
ウ
挑
渓
先
生
詩
集
和
筒
忌
目
、
大
束
寺
に
て
法
曾
有
。
』
と
し
、
増
愉
六

&〆


